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■
地
域
懇
談
会
〜
地
域
の
皆
さ
ん
で

一
緒
に
話
し
合
い
ま
せ
ん
か

　

自
治
会
同
士
の
意
見
交
換
等
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
域
の
安

全
・
安
心
等
に
関
係
す
る
情
報
提
供

も
行
い
ま
す
。

﹇
日
程
﹈
左
表
の
と
お
り
﹇
時
間
﹈

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分﹇
会
場
﹈

３０

３０

各
中
学
校
食
堂
※
近
く
の
会
場
に
参

加
く
だ
さ
い
﹇
問
合
せ
先
﹈
地
域
協

働
課
（
�　

・
４
１
１
２
）

５８１

■
交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
に
加
入
を

　

交
通
災
害
共
済
は
、
市
町
村
が
共

同
で
運
営
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
会

費
を
出
し
合
っ
て
、
万
が
一
交
通
事

故
に
遭
っ
た
時
、
見
舞
金
が
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

﹇
共
済
期
間
﹈
４
月
１
日
〜
平
成　
２０

年
３
月　

日
﹇
申
込
資
格
﹈
日
野
市

３１

に
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
方
※
就
学
の

た
め
に
東
京
の
市

町
村
以
外
に
転
出

し
て
い
て
も
会
員

と
同
一
生
計
な
ら

加
入
可
。
平
成　
１９

年
４
月
１
日
か

ら
、
公
費
負
担
に

よ
る
特
別
加
入
に

変
更
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
﹇
費
用
﹈

受
け
ら
れ
る
見
舞

金
に
よ
り
、
Ａ
コ

ー
ス
…
年
額
１
千
円
、
Ｂ
コ
ー
ス
…

年
額　

円
の
２
種
類
﹇
申
込
み
﹈
２

５００

月
１
日
�
か
ら
市
役
所
１
階
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
派
出
窓
口
、
七
生
支

所
、
市
内
各
金
融
機
関
（
郵
便
局
を

除
く
）
で
※
加
入
申
込
書
付
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

資
料
請
求
は
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
も
で
き
ま
す
﹇
問
合
せ

先
﹈
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
（
�　

・
３

０３
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
対
策
は
�
防
寒

�
加
湿
�
う
が
い
・
手
洗
い
で
す
。

加
湿
は
寝
て
い
る
間
も
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
無
理
を

し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
栄
養
を
つ
け
十

分
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
症
状
は
、
せ
き

（
体
の
奥
底
か
ら
出
る
よ

う
な
し
つ
こ
い
せ
き
）、

発
熱
（　

〜　

度
）、
鼻

３８

４０

水
、 
倦  
怠  
感 
、
食
欲
不
振

け
ん 
た
い 
か
ん

等
で
す
。
見
る
か
ら
に
重

症
感
が
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。
ま

た
、
発
症
し
て
か
ら
症
状
が
ひ
ど

く
な
る
の
も
早
い
と
い
え
ま
す
。

今
年
は
暖
冬
で
昨
年
よ
り
流
行
は

少
な
い
よ
う
で
す
が
油
断
は
大
敵

で
す
。
予
防
接
種
を
し
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
感
染
を　

％
防
げ
る

１００

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
感
染
し
て
も
比
較
的

軽
く
済
む
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
診
断
の
た

め
、
各
種
診
断
キ
ッ
ト
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染

初
期
は
ウ
イ
ル
ス
が
気
道

に
出
現
し
て
い
な
い
た
め

陰
性
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
潜
伏
期
は
２
〜
８

日
程
で
す
。
今
後
の
動
向

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
風
邪
は

万
病
の
元
。
日
ご
ろ
の
予
防
が
肝

心
で
す
。

（
健
康
課
�　

・
４
１
１
１
）

５８１

三
師
会
か
ら
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が
、
欠
か
せ
な
い
ネ
ギ
は
、
い
わ

ば
「
名
脇
役
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
野
の
ネ
ギ
は
、
主
に
平
山
・

東
光
寺
・
川
辺
堀
之
内
地
区
な
ど

で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
山
地

区
で
農
業
を
営
む
小
林
和
男
さ
ん

に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
小
林
さ
ん
の
畑
で
は
、「 
長 

ち
ょ
う

 
宝 
」
と
「 
長  
悦 
」
と
い
う
品
種
を

ほ
う 

ち
ょ
う 
え
つ

栽
培
し
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の

給
食
や
個
人
直
売
所
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　

ネ
ギ
は
２
月
か
ら
３
月
初
旬
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
苗
を 
一  
月 
半

ひ
と 
つ
き

ほ
ど
栽
培
し
、
畑
に
定
植
し
ま

す
。
収
穫
は
、
９
月
下
旬
か
ら
翌

年
２
月
ご
ろ
ま
で
で
す
か
ら
、
１

年
に
１
回
し
か
収
穫
で
き
な
い
ネ

ギ
を
作
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で

す
。

　

飲
食
店
で
は
ネ
ギ
が
煮
崩
れ
す

る
の
で
、
硬
め
の
も
の
が
喜
ば
れ

ま
す
が
、
家
庭
で
は
霜
の
降
り
る

今
の
時
期
の
も
の
が
身
も
軟
ら
か

く
、
甘
味
も
増
し
て
、
ま
さ
に
旬

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ネ
ギ
に
は
特
有
の
香

り
の
も
と
で
あ
る
ア
リ
シ
ン
に
よ

る
殺
菌
作
用
も
あ
り
、
の
ど
の
痛

み
や
、
せ
き
を
鎮
め
て
く
れ
ま

す
。
寒
さ
の
厳
し
い
折
、
今
晩
は

家
族
団
ら
ん
で
長
ネ
ギ
た
っ
ぷ
り

の
鍋
物
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

お
買
い
求
め
は
、
平
山
地
区
な

ど
の
各
個
人
直
売
所
、
農
協
の
共

同
直
売
所
で
。　
（
産
業
振
興
課
）

　

２
月
４
日
は
、 
暦 
の
上
で
は
立

こ
よ
み

春
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
き
ま
す
。
こ
ん
な
季
節
の
夜

は
、
鍋
物
が
一
番
。
鍋
物
と
い
え

ば
、
欠
か
せ
な
い
の
が
長
ネ
ギ
。

鍋
の
主
役
は
魚
介
類
や
肉
類
で
す
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５
５
３
・
６
０
０
０
）
※
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前　

時
〜
午

１０

後
５
時
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
か
らht

tp://w
w
w
.cho-kot.jp

（
資
料
請

求
サ
イ
ト
）、
市
都
市
計
画
課

■
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
自
主

防
災
組
織
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　

災
害
発
生
時
、
被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
防
災
知
識
の
習

得
や
連
携
訓
練
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
結

成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
自

治
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
も
と

に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い

し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
設
立
時

に
、
防
災
倉
庫
・
防
災
機
材
を
貸
与

し
ま
す
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
防
災
課
（
�　

・
１

５８５

１
０
０
）

■
家
庭
用
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取

付
事
業
を
開
始

﹇
開
始
日
﹈
２
月
１
日
�
か
ら
﹇
対

象
世
帯
﹈
以
下
の
�
ま
た
は
�
に
該

当
し
、
取
り
付
け
る
方
が
い
な
い
世

帯
�　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
、

６５

介
護
保
険
認
定
者
の
い
る
世
帯
�
障

害
者
手
帳
２
級
以
上
ま
た
は
、
愛
の

手
帳
２
度
以
上
の
方
の
い
る
世
帯

﹇
問
合
せ
先
﹈
防
災
課
（
�　

・
１

５８５

１
０
０
）

■
今
春
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
入
学

通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

　

今
年
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
入
学
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
し
た
。
ま
だ
届
い
て

い
な
い
方
や
入
学
に
関
し
て
相
談
が

あ
る
方
、
４
月
ま
で
に
転
出
・
転
居

を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈
小
学
校
…
平
成　

年
４
月

１２

２
日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１３

／
中
学
校
…
平
成
６
年
４
月
２
日
〜

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
﹇
問
合

せ
先
﹈
学
校
課

■ 
日  
野  
人 
四
大
運
動
事
業
「
い
き
い

ひ 

の 
び
と

き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
事
業
市
民
説
明

会﹇
日
時
﹈
２
月　

日
�
午
後
１
時　

１０

３０

分
か
ら
﹇
会
場
﹈
実
践
女
子
学
園
香

雪
記
念
館
※
車
の
方
は
市
役
所
駐
車

場
を
﹇
内
容
﹈
能
勢
博
氏
（
信
州
大

学
教
授
）
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
ほ

か

﹇
問
合
せ
先
﹈
高
齢
福

祉
課

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案

内
説
明
会

﹇
日
時
﹈
２
月
６
日
�
・　

日
�
午

１９

前
９
時　

分
〜
正
午
﹇
内
容
﹈
事
業

３０

紹
介
、
概
要
説
明
﹇
対
象
﹈　

歳
以

６０

上
の
方
﹇
会
場
・
問
合
せ
先
﹈
日
野

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
�　

・
５８１

８
１
７
１
）

■
豊
田
陸
橋
補
修
工
事

　

平
山
か
ら
旭
が
丘
に
つ
な
が
る
都

道
に
架
か
る
豊
田
陸
橋
の
補
修
工
事

に
よ
り
工
事
期
間
中
は
、
断
続
的
な

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

﹇
工
事
期
間
﹈
２
月
〜
７
月
（
予
定
）

﹇
作
業
時
間
﹈
午
後
２
時
〜
翌
午
前

６
時
﹇
問
合
せ
先
﹈
東
京
都
南
多
摩

西
部
建
設
事
務
所
補
修
課
（
�　

・
０４２

　

・
２
６
７
６
）

６４３■
（
仮
称
）
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド

▼
駐
車
場
等
の
整
備
工
事

　

２
月
中
旬
か
ら
３
月
末
ま
で
、
駐

車
場
等
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
駐
車
場
が
一
時
使
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
臨
時
駐
車
場
（
地
図
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
４
月
か
ら
有
料
化

　

４
月
１
日
�
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
使
用
料
が
２
時
間
４
千
円
（
入
場

料
等
を
徴
収
す
る
場
合
は
８
千
円
）

と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

■
２
月
の
人
権
擁
護
委
員
活
動

▼
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
「
笑
顔
で

キ
ャ
ン
プ
！
」

﹇
日
程
﹈　

日
�
※
日
帰
り
﹇
内
容
﹈

１８

払
沢
の
滝
の
氷
結
を
見
よ
う﹇
対
象
﹈

小
・
中
学
生
﹇
費
用
﹈
２
千
円
（
交

通
費
ほ
か

）﹇
申
込
み
﹈
７
日
�
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒　

―
０
０
２

１９１

２
新
井　

の　

平
清
太
郎
へ

８６３

６４

▼
君
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
電
話
・
面
接
・
匿
名
相
談
可
）

﹇
内
容
﹈
子
ど
も
人
権
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
に
よ
る
、
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登

校
・
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
﹇
電
話

番
号
﹈　

・
６
５
１
８
・
７
０
６
１

０７０

　

以
上
、
い
ず
れ
も
﹇
問
合
せ
先
﹈

人
権
擁
護
委
員
（
平
�　

・
２
３
１

５９１

５
）、
市
長
公
室
市
民
相
談
担
当

■
浅
川
ネ
ザ
サ
群
落
の
手
入
れ

　

浅
川
左
岸
、
万
願
寺
５
丁
目
付
近

に
群
落
し
て
い
る
ネ
ザ
サ
の
手
入
れ

を
行
い
ま
す
（
サ
サ
の
持
ち
帰
り

可
）。
豚
汁
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
２
月　

日　

午
前　

時
〜

１２

（振休）

１０

正
午
﹇
集
合
場
所
﹈
浅
川
左
岸
ふ
れ

あ
い
橋
下
流
ネ
ザ
サ
群
落
堤
防
上

﹇
持
ち
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▲ネギを収穫する小林さん

●地域懇談会日程表

２月６日�大 坂 上 中 地 区

２月８日�四 中 地 区

２月１３日�七 生 中 地 区

２月１５日�三 沢 中 地 区

２月１９日�平 山 中 地 区

２月２０日�三 中 地 区

２月２２日�一 中 地 区

２月２６日�二 中 地 区

見舞金額
交通災害の程度等 級

ＢコースＡコース

１５０万円３００万円死亡（交通災害を受けた日か
ら１年以内）１等級

１００万円２００万円重度の後遺障害（交通災害を
受けた日から１年以内）※２等級

３０万円４５万円入院日数９０日以上の障害３等級

２０万円３０万円入院日数６０日以上の障害４等級

１５万円２２万円入院日数３０日以上または実治
療日数１００日以上の障害５等級

１０万円１５万円入院日数２０日以上または実治
療日数５０日以上の障害６等級

８万円１２万円入院日数１０日以上または実治
療日数２５日以上の障害７等級

５万円８万円実治療日数１０日以上の障害８等級

３万円５万円実治療日数５日以上の障害９等級

２万円３万円実治療日数５日未満の障害１０等級

●交通災害共済見舞金

※身体障害者福祉法施行規則別表第５号に掲げる１～３級の傷害に該当した場合

▲（仮称）浅川スポーツ公園グラウンド臨時駐車場案内図


